
｢さく･さきSlL｣
btとうよ うti5

た.ととばJ 未練鹿(=う<J という台目烏ガあさ.この壕
各氏､ ｢うくJ の舵 か )に ｢うかぶt｣ を慮ったとしてそ､

盛k.睦､変らぬ轟吸音そこから喚け取 るこ と9'tで生きe伊
東 ピもーあさ亀面にお目て臥､島 々駄 ｢う(.｣ とrう方式
｣ ヒ色度 もl分けて日吉ようで毛あ34号こ七㌦.ここで蜂､

この ｢うく｣'ヒ ｢うかぶ｣とにつりて岩察して卦た tH .

5'*･救海象 象』にS:永ば､ ｢うくJ ヒ｢うかぶ｣L:i｢う
ガitlる｣ ･｢･うガが嶺が15｣･｢うそ.あ が､5｣J｢うをだ
す｣ ヒヒモに､2.154･1･浮空兜aJ･に珍蔵 rl夜 て日吉.

『三食単層南余勢』 (金田一鼻轟)､jjが『点食を_A.GTI

｢うく ｣一･.｢う事att.'｣の尋 に紅､次のよ うに恵遠 さ東 てli

る;

rうく｣

-､庫･か5線永 (てあiYl)さ..

こ､泉6)上にあらあ れ る｡ ■

;･阜 ･優 良主なt'･lゼあえ｡
..tZg. うきあぜ､看よう女鹿ピかす 言｡

長､&.奈古.

･,:,i.liT, teがう竜うさする ｡ S･y li



L

2 .

三､鼻面へ現わ永さ.

臥 為<所がなく漂う.

互､浪触がなlL 避ガで在日.あてにな5あい.

六･IC:ざ藩も慮ガザふSetSす3.

t､亀々しtI｡敢薄であ'5t.

ハ､気qaE生血っ.海嶺になる.

ね､歯がl各卓上･93･ような&･げす,5'.

ヽ

十

±

打フた釘赴どifき.日'てなtl.

金姶Gで.生る.

う甘ぶ｣

-､直かS鯉克てあだ､5.li

二､日くの上にあS･わ永さ;

三､あSかいで空中にとき3.

四､象に･あG●わ象る.

丑､思い出5_泉･3.

六､成仏すさ.

(由鈴鹿)

('･三慮.艶)

､沈ま●釣こ東面きた姓水中･空中などにあき｡

二.勧･･Ilて取をSなll.藩もっ･AJ.なtJ.'よ●リどこ5bv､如).

三､巌凝CIないiH115げLであ･3.うわっ<.

田､太やガS東面の缶に出てく写｡

五､著しLl環魂かS波丸吉｡

大.出世奇5.立身す3.

号 . 七虜の最古威JAす3.

ハ ､ IC:によLヒ患う.甘ItLtすB.快く思う..

TL. 思 H出せわき｡ (を歯舞)･.

｢ う < ｣ と ｢うかぶJ妹､固体の上にしっかi)匂分会･さ

さ え .7 1珍 魚 す ･5 ので捗b:<､旗像や敵鹿の架かをきさえな

し に . 上 馬 に 向 け て歩勉す･8温泉､きた.号の轟農として
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6)吠亀をあらわす ｡

(i)呼吸セするために､魚が･水面に う(.
曲 ･呼吸窒す3ために､魚1gt泉南に う.ガぶ｡

甲)一密漁Lだ鳴れ 再び水準 に うく.
紛 -轟沈L.だ施U.再び東面に テガL3.;; ..

由 息直bls気泡臥 海面に ●ぅく.

曲 海直かS気泡ダ･海面に う輿3'tt･ I

.q)定体 U ､東面に うく.

吻 死体5'二 束面に うかぶ.

曲

S
･
雨
㈹

脚

細
一ヽ.
■

～_ut.

飴の魚油ガ､
,
海亀にうく
,
範の廃油凱海面にう5ぶ
｡
木の象5
...
太面にうく
｡
未の襲乱文･面にうかt3㌦
巌をねぎ
_
泉南にう(･
.蔽生糸が
.
泉南にうガぶ｡絢?Lh各 甘.東面 に う(.
'･?P.o臥しl鳩 が,火面に う甘.3'il｡

:-0'qXポー ト甘､･波間に うく ｡

軸 ･ガ-ト針 波軌 こ うUJ･:.

･〒脚 奇妙冬物勝だ､､米車に うく.
･也 を妙な物体 5'.凍中に うガLStlt･.

.A..･.㌔.llJl■
伽フウL),ヒ倦5'､
宙にう-(a
由一フウ･)と̀称軌
.
車にうかぶ｡
渦翻せ切5泉て安東ガ､宙に うく｡
瓶 輸 皇切 らねて無感 F.宙 に.うガぶ.
掬･アド,tttpト ンガ､ 駿に ラ(｡
十秒アドげ lレー ン･B.上 盤に うかぶ｡
三 華タンポ 如 鹿 軋.･･空に..･う<｡



CB)タンポポ4)鹿 甘､ 垂に うガぶ .

均す蜜か､空に う<.

弥 嚢 が､ 蜜に うみぶ .

夜伽 昏ガで上市へ額勧 す 凱 讐 聖 ･-空母 -
言愈 席吉尾えて教書.t､その
虚盈 牲厨CLのように駄1)､馬

具駄取bのように､乾あた火

面呑一{直した壕ふと.直中で
席止 し､漁 って tl孟轟金とel.
裸像 5.東 急.

鬱C.

O ■,'､j!･･ YLl_L l

i惚よ, 一,q一

I.TIJ士也日'一烏.気鹿で汝､亀鑑
E.5回このようにな り､･耗農 経世)aのよ うに､i-_ギーつ6)助命ゼけガ､老えら親 さ ｡･･

嗣収の昏ガで､周 bo)亀谷 t.官命5わ して H 5の鉄､くT8)ど

cD)､そして､1ト屯ガ敬0.i)ような多動 t･奇,

Sと猛者 えに(.tlの で(i;).であ30妻た､ 由 dC)場冷

麦あじわL.て.tl吉の恥 賓Ct'廓Cのような容顔をすさと除

雇 えS泉谷日の で､(a))であさQLq し､他の嗣助の亀谷
､ そ泉ガ'団 a､ C21Cのよ うを移飯 の亀 鑑も'あSわしているの甘.
箇♭･､!丑dh ような希泉ヒ･Lての妖艶 をあSあ してtl毒の 分の

判断妹ゴ ちな1.i..鵡 Sガに過鹿をあ じ'わす轟 と:Lて､

｢う豊あ ･Bt3｣･･r一●う5ぴあが 5●｣ざ鹿 直 す･.36)

妹､このたC)ゼ騒音 か5う6.'蕗泉 とLての衣魚 をあ畠わ宮と軍､m)･
･(酌のよ う･,に｢うく｣ガ､俊え ず､過 象 皇あ ら為す とは:思 えか )と軍ー(防)･卸 .:

のようーに ｢うく｣を鹿 l).･･に くtLl.･.この ことかS､ ｢うく｣よt)も ｢う17･ぷ｣.のちガt､ よ1)叔亀をあS-ゎす と畠え･そうな畦じ皇痩
ける｡ !+



∴野が/.

｢うくJとrうかさ;J捗､1で盛 付た金魚と牲帝展か(
用いら叱 各島食も争い.

一員

一
∵,*
≠
〟

甲

-S_!沖･-ゆ
由一

一号

ヲ
＼息
.港

●

ヽ

に

に

JL+
1
.

√
一f

に
･Iに
増
､.也

^yd )(.

人影 q うか,3:I｡

が
･･が
磯

.裁

ノ頑
..頼

.11
一■一

ー

1-

白

▲白

うく.ノ･●
うか15r.

申X簸 lこ.汗q うく｡
(日額 に..幹が うがぶ t｡

由X白に､最が う(.

(gJ eに.象が うかぶ｡

clJXJ)7トに､負薪がう(.
紗 J)ストに.名商が うか3;-｡

･享岬 軌 こt免隻が うく｡

㌔-02才顔に.徴集が うO-礼

窓 蔓.量 …書きi｡

_I.:l'由 Bに､南畝 q うか'3;I.
予tIP'不紬 鳥山pp与′(.
1ヽ

二一一岬 本官か足りが うかljr｡
11●~▼1i..･･
これらはすJT7､線永て 11巳も6)､見えなガ 7T=毛の､
-月田と互助でさがガゥたものU･.は7ミリと幼さわたた水

車 海綿 紬 もここに糾 -て毛､コと附 .(､｢う(,扶鵬

J4't..

-I_:=三-'･･阜舶̀ わす場面で任.同いうねTlJ砕い｡

宙に うく.
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伽?計 嵐 机 か 羊.う恥ith｡
即 仲軌 の.*･が で級 oi蕗尭 ダ､包 K+;:･.5

02)?仲 間のなかで後 37藩政飢 膚に,'･･う･.:･,

･.;?..J･JfTT5

しく
.,育

こ永島は､太東61碑艶からr-bTあ 軒 赦す牡ずれ 車 軸L･T
t･目 盛象､あ3i‖よその水盤を.あSわし-●ていさか∴亀4)南l
側と周じく､ どももであ盲ダ乱 は予告リ仁保.L･3.また.
ここでLi.I｢う甘ぶJ.吐鹿叶.たくt･J.:-I

･･

J･.
ド†･

靭 釘が､ う{: o

Pd,(釦が､ うかぶ.
細 歯が､ う(｡
騎X歯が､ う75dt:a
卵 嚢金が､ うく ｡

[2%r̂/奨金机 -3れ ぶ .

こ永さ客､(鞘 ･LlHより

盤線老爺S怒しているC
せ で竜快く息 ?てい81.

毛efBには予 きリヒ､基軒かS う

ここでは･｢う臥31A_｣を鹿う_こヒ

こuT)援ガか賢鳩lとして､*のような毛.q)9番盲｡

(邦 払ガ うblぼお吉 ｡

(抑 身 を槍 て て うガぶ 瀬｡

即 う.･し)や ∴軌 -

(劫･ う き 名 ｡ )

卿 ' ういて うかれて｡

伽 う かな 目 顔{ l

幼 者びに うかれ さ｡

(袖 人生の うき ま31.
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卜L

(34)･t3り臥 2で.とリ.あlデも拍頑'J.lk､虻_,痩地に掛 .-てtlち
と者 えら九一さ｡(3I)～(35)臥 だダ太東のぜ 能 から弛れてい5
:幼.%ヒ薦 えら九 59(即臥 七着 として喪31にさだLで(1た恵

ガ うか まれう ヒHう ことではないだ5う机

4,,i:
Ik 上.分析の為 栗から､ ｢う･< .のヰ Id的義弟時政 も (
I..･/:･遵凄分与の蓮如〉.に､ ｢う机 ち1.L｣の中,PAS斡 恵義特級 互 <は

､ づ･さL)あらわれる=ヒ〉におい7痛えたい ｡

こ1の同職で､液体 の場令. ｢う<Jというとき､適確 ･/)I

r基藤一だあ り■､モ泉ガ ら物体 げ澄雄 しつつ あ篭ヒ考 える. 玩

真冬 の場 合臥 地面を基轟 ヒ考え 5 o
L十 うかぶ ･｣では､汲廃 の場･J5､.･潔 凱 こ物体 が･近づく ごと′●ヽ.̀い-
Lkよって熔'っき･･リヒ■ぁSゎれ 窺倦 dTJ喝命 は､ 射 てあガ 亀-'t)･'_F

~̀一号七 にふ･'て､磐とい う面のなかに′微 塵 がは･,き りとあ

ヱか
れわJJJ

.
･･
j･

ヒ考 えるo Lた が-'て､･物体 か'蜜のrj:/)11こ吸H こ

ま孔.-(いくように上ガって L･.)<とき､つれiこIJlま縫主な山9
-1二■∫.

(㌔
lil:gL･F=;!r

まr=･ ｢与か 5:t｣の再･])-よiji君轟 とあ ･;わし._ {-う< ｣1_
サ頑庵勘'=状態 をあらわIさなし)ように絶え5か こついては

手だ研摩 があ りそうであ.5.

なあ『準最海草鮎 に昼､+ ラ.く｣ ∴ 【水 中､ 噴気噂-ー11(' '●~一ヽ ■こT

ミ轟 から上 へ乾浄勧 すうユ ～ [浄 如 務 鼻､碁如 ､摘 艶
･iyLL明 経 たな 5],｢うかBt;. ･EA(上､窄銅 .物 の泉
-;:二尋断 て挙 を轟わし〕 こきわ立って見え5コ･とあ きp
I･
孝

,:

..漕鼻
漕
m

層

:
:̂
譲

∴
ハ

+
L
O

L.～.L,i
J噂
P

｢ヽT_i

酢JX

麺 軸呼称物知嚢敦盛 軸 鮎 催 奇鮎 汲
車国毎 車高軽 率車重如 /?&4･着払 肢

川
..._年

季

岬
●

!rl

束

‥
単軌 印象義串準凍り 咋 ･･帝蝶撃血痕
/･用 凝 滞県蛤五血車名勅反故Q
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